
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま

ち
町
報

小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま

ち
町
報
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よ
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希
望
に
満
ち
た
新
成
人

希
望
に
満
ち
た
新
成
人



平成26年  成人式

2平成26年２月号

本
町
一
丁
目

　
　中
野

　里
保

本
町
二
丁
目

　
　浜
本
あ
す
み

本
町
五
丁
目

　
　澤
田

　
　拓

本
町
五
丁
目

　
　中
前

　裕
汰

新
町
一
丁
目

　
　賀
本

　智
子

新
町
二
丁
目

　
　田
中

　愛
良

大

　満

　
　徳
岡

　恵
一

小
江
尾

　
　長
尾

　明
拓

小
江
尾

　
　篠
田

　真
子

小
江
尾

　
　篠
田

　優
衣

小
江
尾

　
　篠
村

　美
晴

小
江
尾

　
　長
尾

　博
樹

久

　連

　
　生
田

　雄
人

久

　連

　
　徳
岡

　佑
香

佐

　川

　
　清
水
ひ
か
り

柿

　原

　
　清
水

　翔
平

柿

　原

　
　加
藤

　鴻
実

吉

　原

　
　遠
藤

　浩
之

吉

　原

　
　中
祖

　幸
太

宮

　市

　
　山
川

　紘
未

貝

　田

　
　車

　
　和
樹

貝

　田

　
　安
田

　健
佑

貝

　田

　
　池
田

　桃
子

大
河
原

　
　桑
原

　
　健

助

　澤

　
　澤
口

　尚
平

下
蚊
屋

　
　宇
田
川
汐
里

御

　机

　
　伊
達

　未
悠

御

　机

　
　後
藤

　明
音

美

　用

　
　景
山
め
ぐ
み

美

　用

　
　川
上

　
　建

美

　用

　
　下
垣

　祐
委

小

　原

　
　谷
口
美
沙
乃

小

　原

　
　金
井

　優
花

下
安
井

　
　宮
本

　佑
実

洲
河
崎

　
　三
好

　悠
也

武

　庫

　
　日
野
尾
歩
未

新

　道

　
　藤
田

　康
博

新

　道

　
　生
田

　和
輝

一

　旦

　
　宇
田
川
莉
奈

池
の
内

　
　藤
原

　由
佳

池
の
内

　
　加
藤

　康
介

新
成
人
者
の
み
な
さ
ん

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
　
　
　対
象
41
名
（
敬
称
略
）

▲成人式の冒頭　晴れやかな姿で入場する新成人

二
十
歳
の
門
出

―

41
名
の
新
成
人
が
誕
生―

ハ

　
　タ

　
　チ

平
成
26
年
の
成
人
式
が
、
１
月
12
日
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

男
性
は
ピ
シ
ッ
と
ス
ー
ツ
を
着
こ
な
し
、
女
性
は
あ
で
や
か
な
着
物
を
着
飾
り
、
す
っ
か
り
大
人
の
仲
間
入
り
。

成
人
式
で
は
、
新
成
人
意
見
発
表
な
ど
の
式
典
の
ほ
か
、
幼
少
期
か
ら
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
、
恩
師
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
昔
を

懐
か
し
ん
で
談
笑
す
る
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

江
府
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
、
希
望
に
満
ち
た
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



3 平成26年２月号

平成26年  成人式

　私
は
昨
年
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
塾
講

師
を
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
常
に
教
え
ら
れ

る
立
場
で
し
た
が
、
い
ざ
教
え
る
立
場
に
な

っ
て
み
る
と
指
導
の
難
し
さ
や
生
徒
に
対
し

て
の
責
任
感
を
感
じ
苦
労
す
る
一
方
、
生
徒

の
点
数
が
伸
び
る
と
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い

も
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
塾
講
師
を
通
じ

て
一
人
前
の
社
会
人
に
な
る
た
め
の
経
験
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
先
の
人
生
を
き
め
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
こ
の
可
能
性
に
満
ち
た
20

代
と
い
う
貴
重
な
時
間
の
中
で
、
幾
通
り
あ

る
選
択
肢
か
ら
自
分
に
合
っ
た
道
を
探
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　私
た
ち
は
「
二
十
歳
」
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
社
会
人
と
し
て
は
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
成
人
と
し
て
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
今
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
常
に
前
向
き

に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

自
分
に
合
っ
た
道
を
探
す

長
尾

　博
樹
さ
ん

　生
ま
れ
育
っ
た
江
府
町
で
人
生
の
大
き
な

節
目
を
無
事
迎
え
ら
れ
、
嬉
し
く
思
う
と
同

時
に
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

特
に
家
族
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
族
だ
か
ら
あ
ま
り
感
謝
の
気
持
ち
を
今
ま

で
伝
え
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
場
を
借

り
て
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
今
ま
で
私
を
育
て
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
見
守
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
迷
惑
か
け
る
と
思
う
け

ど
、
少
し
ず
つ
大
人
に
な
っ
て
、
い
つ
か
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る
か
ら
ね
。
こ

れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

家
族
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
て
私
は
幸
せ

者
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
」

　

　私
た
ち
は
本
日
成
人
式
を
迎
え
、
社
会
の

一
員
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
頼
り
な
い
と

自
覚
し
て
お
り
ま
す
が
、
早
く
立
派
な
社
会

人
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

家
族
に
「
あ
り
が
と
う
」

伊
達

　未
悠
さ
ん

▲恩師達による生バンド演奏▲新成人から保護者の方へ歌をプレゼント▲久しぶりの再会に笑顔

▲サプライズゲスト登場にびっくり▲式典での真剣な表情▲アイリス合唱団による歌のお祝い

成人式フォトギャラリー

▲長尾　博樹さん

▲伊達　未悠さん

新成人意見発表（一部抜粋）



な
ぜ
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋

　
　
　
　
　
　な
の
か

　日
本
で
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
生
産

は
群
馬
県
が
約
90
％
と
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
米
子
市
で
コ
ン
ニ
ャ
ク
製
品
を

手
掛
け
る
「
㈱
は
り
ま
や
」
か
ら
、

「
大
山
の
ふ
も
と
で
地
元
産
の
芋
が

作
れ
な
い
か
」
と
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。　近

年
、
農
家
の
高
齢
化
や
就
業
人

口
の
減
少
等
で
耕
作
放
棄
地
の
増
加

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決

策
と
も
絡
ん
で
、
奥
大
山
コ
ン
ニ
ャ

ク
芋
の
生
産
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

奥
大
山
高
原
野
菜

　研
究
会
の
取
り
組
み

奥大山

　コンニャク特集

　奥
大
山
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
が
「
奥
大
山
高
原

野
菜
研
究
会
」
。
江
府
町
の
新
し
い

特
産
野
菜
の
産
地
化
を
目
指
し
、
平

成
20
年
に
町
内
農
家
の
有
志
で
設
立

さ
れ
た
組
織
で
す
。
会
長
は
田
本
賢

二
さ
ん
（
杉
谷
）
で
、
会
員
数
は
15

名
。
現
在
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の
産

地
化
に
む
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特集－奥大山コンニャク―

4平成26年２月号

奥
大
山
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　確
立
へ

奥
大
山
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　確
立
へ

　コンニャク芋は、通常出荷までに３年か
かる作物ですが、研究会では約150gの「2
年生」と呼ばれる種芋を植え付けすること
により、秋には約1kgに成長した芋を出荷
できます。
【栽培方法】左図参照
①コンニャクは湿害に弱いので、排水対策
　が必要です。
③梅雨入りまでに管理機による土寄せを行
　います。
④地表温度の上昇抑制と除草対策として、
　敷き草を行います。
⑤病害予防の為、1週間おきに防除作業を行
　います。
⑥1kg程度に成長した芋と生子（きご）と
　呼ばれる芋の赤ちゃんを掘り出します。

▲奥大山の地で元気に育つコンニャク芋（御机地内）

コンニャク芋の栽培ごよみ



5 平成26年２月号

特集－奥大山コンニャク―

さ
ら
な
る
発
展

　そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

　奥
大
山
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、
「
㈱
は

り
ま
や
」
や
「
鳥
取
県
生
協
」
と
連

携
し
、
平
成
22
年
か
ら
『
奥
大
山
生

芋
コ
ン
ニ
ャ
ク
シ
リ
ー
ズ
』
と
し
て

３
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　平
成
26
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
を
ふ
ま
え
、
試
験
ほ
場
の
設
置
や

栽
培
講
習
・
巡
回
指
導
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
使

用
し
た
料
理
の
研
究
・
開
発
に
も
取

り
組
み
、
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
弾
み
を
つ

け
る
計
画
で
す
。

進
む
栽
培
法
の
工
夫

　平
成
20
年
か
ら
本
格
的
に
コ
ン

ニ
ャ
ク
芋
の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
芋
の
生
育
は
繊
細
で
、
江
府
町

の
土
壌
に
あ
っ
た
肥
料
の
や
り
方

等
、
栽
培
管
理
の
方
法
な
ど
手
探
り

の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

群
馬
県
へ
の
先
進
地
視
察
や
試
験
ほ

場
の
設
置
な
ど
を
通
し
て
工
夫
を
重

ね
、
江
府
町
独
自
の
栽
培
が
確
立
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　奥大山高原野菜研究会では、26年度のコンニャク芋栽培に向けて新規会員の募集を行いま

す。種芋については奥大山農業公社から購入することが出来ます。コンニャクを作ったこと

がない、栽培方法が分からないという方も大歓迎です。一緒にコンニャク作りをしてみませ

んか？

　参加希望の方は下記によりお申し込みください。

○申し込み方法　　事務局役場農林課（電話75－6610）にお電話でお申し込みください。

○締　切　　　　　2月28日（金）

　コンニャクの栽培に取り組
んで今年で6年目になります。
栽培当初は種芋を分けてもら
い1畝からスタートしました。
病害に対しての取り組みや種
芋貯蔵など試行錯誤を重ね、
今は30aまで増やしています。
　コンニャクの栽培にあたっ
て重要なのはほ場の選択・準
備です。畑での栽培がお勧め
ですが、田んぼでも排水対策
をしっかりすれば、栽培が容
易です。コンニャクは田植え
の後に植え付け、稲刈りの後
に収穫するので、作業を分散
させることができ作りやすい
です。
　また、自分で作ったコン
ニャク芋を使った手作りの刺
身コンニャクは絶品です。
　始めは小面積からでもいい
ので、コンニャク作りに挑戦
してみてください。

自分で作った刺身コンニャクは絶品

【奥大山高原野菜研究会会長　田本　賢二さん】

奥大山高原野菜研究会新規会員大募集！

　奥大山高原野菜研究会のコンニャク芋栽培に

メディアも注目！平成25年10月には日本海テレ

ビ「伝説のレシピ」の取材があり、収穫の様子

や奥大山コンニャクを使った「こんにゃくの贅

沢白和え」の調理方法などが放送されました。



6平成26年２月号

まちの話題

町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

平
成
26
年

　消
防
出
初
式

商
売
繁
盛
を
願
っ
て

江
府
町
新
春
賀
詞
交
歓
会

　１
月
14
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
江
府
町

新
春
賀
詞
交
歓
会
が
行
わ
れ
、
町
内
企
業
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　開
会
に
先
立
ち
川
端
商
工
会
長
は
「
景
気
の

回
復
が
少
し
見
え
て
き
た
昨
年
、
江
府
町
に
お

い
て
は
え
び
ち
ゃ
ん
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発

行
し
大
変
好
評
で
し
た
。
本
年
が
日
本
経
済
の

復
活
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
商
売
が
繁
盛
す
る

年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
猪
鍋
や
お
で

ん
、
そ
ば
の
ほ
か
、
地
元
企
業
が
販
売
す
る
水

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
地
元
産
品
が
並
び
、
交
歓

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　１
月
６
日
、
消
防
出
初
式
が
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃

の
消
防
団
活
動
に
対
し
竹
内
町
長
は

「
町
民
生
活
の
安
全
と
生
命
財
産
を
有

事
か
ら
守
る
た
め
、
日
々
活
動
さ
れ
る

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　ま
た
出
初
式
終
了
後
に
は
江
尾
地
内

を
分
列
行
進
し
た
後
、
舟
谷
川
で
記
念

放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

○
江
府
町
長
表
彰

　精
勤
章

　第
１
分
団
（
団
員
）
北
村

　勇
介

　第
２
分
団
（
団
員
）
中
尾

　達
治

○
江
府
町
長
表
彰

　勤
続
章

　第
１
分
団
（
団
員
）
川
端

　陸
嗣

　第
１
分
団
（
団
員
）
篠
村

　友
紀

　第
２
分
団
（
団
員
）
佐
々
木
康
二

○
西
部
消
防
協
会
長
表
彰

　功
績
章

　第
２
分
団
（
団
員
）
佐
々
木
康
二

　第
２
分
団
（
団
員
）
道
下

　尚
徳

○
西
部
消
防
協
会
長
表
彰

　勤
続
章

　第
２
分
団
（
団
員
）
松
井

　英
樹

○
鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰

　功
績
章

　第
２
分
団
（
班
長
）
松
原

　俊
二

○
鳥
取
県
知
事
表
彰

　功
績
章

　第
１
分
団
（
団
員
）
久
代

　領
樹

○
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　消
防
団
員
家
族
表
彰

　
　
　
　
　
　
　大
岩

　泰
彦

　
　
　
　
　
　
　大
岩

　一
彦

　
　
　
　
　
　
　大
岩

　俊
輔 ▲規律ある分列行進を行う消防団員

▲鏡開きで新年を祝う

が
ん
ば
れ
受
験
生
！

江
府
町
観
光
協
会
が
合
格
祈
願
缶
バ
ッ
ジ
を
贈
呈

　１
月
28
日
、
江
府
町
観
光
協
会

　手
島
征
夫

副
会
長
か
ら
江
府
中
学
校
３
年
生
の
代
表
者
へ
、

江
尾
十
七
夜
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
え

び
ち
ゃ
ん
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
受
験
生
合
格

祈
願
缶
バ
ッ
ジ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
缶
バ
ッ
ジ
は
、
頑
張
る
受
験
生
へ
の
応

援
の
気
持
ち
を
込
め
て
江
府
町
観
光
協
会
が
作

成
し
た
も
の
で
す
。

　手
島
副
会
長
か
ら
は
、
「
平
常
心
で
受
験
を

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
受
験
生
を
激
励
。
生

徒
代
表
か
ら
、｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
鞄

な
ど
に
付
け
て
高
校
受
験
を
頑
張
り
ま
す
！
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

▲缶バッジを持って受験頑張って！
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まちの話題

　１
月
25
日
、
江
府
町
総
合
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
男
の
料
理
教
室
が
行
わ
れ
、
男
性
13

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は
サ
バ
の
味
噌
煮
、
豚
汁
、
ほ
う
れ
ん
そ
う

の
白
和
え
の
三
品
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が

ら
も
、
江
府
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の

会
員
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
な
ん
と
か
完
成
。

気
に
な
る
味
は
、
ど
れ
も
満
足
い
く
仕
上
が

り
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
は
、
「
こ

れ
か
ら
は
家
で
も
料
理
を
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　１
月
29
日
、
子
供
の
国
保
育
園
で

も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
、
年
長
８
名
、

年
中
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
園
児

た
ち
は
エ
プ
ロ
ン
を
お
家
か
ら
持
参

し
て
気
合
十
分
。
杵
の
大
き
さ
に

「
で
き
る
か
な
ー
」
と
不
安
げ
で
し

た
が
、
み
ち
く
さ
推
進
会
議
の
会
員

さ
ん
や
保
護
者
の
お
父
さ
ん
に
力
を

借
り
て
、
「
よ
い
し
ょ
！
」
と
元
気

な
掛
け
声
で
一
緒
に
も
ち
つ
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
お
昼
の
時
間

に
は
自
分
た
ち
で
つ
い
た
お
も
ち
を

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

料
理
っ
て
難
し
い
け
ど
楽
し
い

男
の
料
理
教
室

園児ともちつきで交流
みちくさ推進会議

　１
月
16
日
（
木
）
、
サ
ン
ト
リ
ー
プ

ロ
ダ
ク
ツ
株
式
会
社
天
然
水
奥
大
山
ブ

ナ
の
森
工
場
で
集
め
ら
れ
た
「
奥
大
山

の
雪
」
が
、
兵
庫
県
神
戸
市
へ
と
届
け

ら
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
、
日
本
通
運
株
式
会
社
米
子

支
店
サ
ン
ト
リ
ー
奥
大
山
事
業
所
の
協

力
に
よ
り
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
使
い
敷

地
内
に
降
り
積
も
っ
た
雪
を
４
ｔ
ト
ラ

ッ
ク
一
杯
に
積
み
込
み
、
神
戸
市
へ
向

け
出
発
し
ま
し
た
。

　到
着
し
た
雪
は
、
地
元
の
高
校
生
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手
に
よ
り
、

翌
日
17
日
に
開
催
さ
れ
る
「
阪
神
淡
路

大
震
災
１
・
１
７
の
つ
ど
い
」
で
震
災

犠
牲
者
を
追
悼
す
る｢
鎮
魂
の
雪
地
蔵｣

へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
は
、
１
・
１
７
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会
か
ら
の

要
請
を
受
け
平
成
22

年
か
ら
実
施
を
し
て

い
ま
す
。

　会
場
に
並
べ
ら
れ

た
雪
地
蔵
は
、
集
ま

っ
た
多
く
の
人
々
に

安
ら
ぎ
を
与
え
ま
し

た
。

▲真剣な表情で料理を盛り付ける参加者

▲美味しいおもちになーれ！

▲奥大山の雪をたっぷり豪快にトラックに積み込みます

▲江府町の雪で雪地蔵を製作する
　神戸市の皆さん

奥
大
山
の
雪
を
神
戸
市
へ
お
届
け
！

阪
神
淡
路
大
震
災
１
・
１
７
の
つ
ど
い
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農業委員会だより

江
府
町
農
地
白
書
の
概
要
（
シ
リ
ー
ズ
そ
の
３
）

江
府
町
農
地
白
書
の
概
要
（
シ
リ
ー
ズ
そ
の
３
）

農
業
就
労
（
人
）
の
姿

〜
減
少
が
続
く
農
業
者
数
〜

第
３
部

　農
業
就
業
者
の
状
況

　
１

　類
型
別
農
家
の
推
移

　雇
用
機
会
の
増
大
に
よ
る
都
市
部
へ

の
農
業
人
口
の
流
出
や
高
齢
化
に
伴
う

離
農
等
に
よ
り
、
昭
和
40
年
に
は
、
９

３
４
戸
あ
っ
た
農
業
者
世
帯
が
、
45
年

後
の
平
成
22
年
に
は
、
４
８
７
世
帯
と

約
半
数
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
農
家
の

類
型
別
状
況
は
、
専
業
農
家
（
主
業
）

が
48
戸
で
9.9
％
、
兼
業
農
家
の
準
主
業

が
、
36
・
３
％
、
副
業
が
53
・
８
％
で

あ
り
依
然
と
し
て
兼
業
農
家
が
90
％
を

占
め
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２

　基
幹
的
農
業
従
事
者
数

　農
業
従
事
者
数
は
、
45
年
前
に
比
べ
、
１

１
９
７
人
減
少
し
、
１
／
３
以
下
の
５
５
７

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
少
の
主
因
は
、
農

業
の
機
械
化
・
省
力
化
等
の
近
代
化
や
高
度

経
済
成
長
に
伴
う
都
市
部
へ
の
雇
用
流
出
と

高
齢
化
に
よ
る
離
農
等
で
す
。
こ
れ
を
労
働

日
数
の
度
合
で
見
る
と
基
幹
的
農
業
従
事
者

（
年
間
の
労
働
従
事
日
数
が
１
５
０
日
以

上
）
は
１
１
７
１
人
減
少
し
、
１
／
４
以
下

の
３
４
９
人
と
な
り
、
農
業
従
事
者
全
体
に

占
め
る
割
合
は
、62･

７
％
で
昭
和
40
年
の
86

･

７
％
に
比
べ
る
と
24
パ
ー
セ
ン
ト
低
下
し
て
い

ま
す
。

　農
業
に
要
す
る
労
働
力
総
数
が
急
速
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

主業農家……農業所得総所得の50％以上・年
　　　　　　間60日以上農業従事
準主業農家…農外所得が主・60日以上農業従事
副業的農家…業・準主業農家以外の農家

資料：「農林業センサス」
　　（注）昭55以前は旧定義の農家
　　　　　平2以降は新定義の農家

図１　類型別農家の推移

図２　農業従事者数の推移

　県
内
農
業
委
員
会
組
織
で
は
「
農
地
を
守
り
活
か
す
運
動
」
の
一
環
と
し

て
農
地
の
現
状
や
生
産
者
の
状
況
な
ど
農
地
に
関
わ
る
諸
問
題
を
様
々
な
角

度
か
ら
把
握
、
整
理
し
、
そ
の
情
報
を
広
く
積
極
的
に
提
供
す
る
た
め
に

「
農
地
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　過
去
２
回
に
わ
た
り
主
要
な
内
容
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
最
終
回
と

な
る
今
回
は
、
第
３
部
農
業
就
労
（
人
）
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
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３

　農
業
者
の
男
女
別
年
齢
別
構
成
割
合

　農
業
者
の
年
齢
は
男
女
と
も
70
歳
か

ら
74
歳
の
階
層
が
最
も
多
く
、
全
体
の

22
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
65
歳
以

上
の
割
合
は
、
全
体
の
75
・
２
％
を
占

め
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
25
年
後
を
推
計

す
る
と
農
業
者
左
の
点
線
枠
の
と
お

り
、
１
０
４
人
（
14
・
３
％
）
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　食
糧
供
給
、
就
労
創
出
（
地
域
活

力
）
、
環
境
保
全
等
の
機
能
を
考
え
る

と
、
将
来
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の
危

機
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　町
内
に
お
け
る
総
所
得
に
占
め
る
農

業
所
得
の
相
対
的
な
低
下
は
、
農
業
者

の
減
少
を
招
き
、
農
業
は
も
と
よ
り
地

域
全
体
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。
持
続
的
な
農
業
・
地
域
を
確
立

す
る
た
め
に
は
抜
本
的
な
対
策
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
定
数
の
確
保
と
女
性
委
員

の
登
用
を…

町
長
・
議
長
へ
要
望

　農
業
委
員
会
は
、
今
年
７
月
の
農
業

委
員
改
選
に
あ
た
り
、
委
員
定
数
の
確

保
と
女
性
委
員
登
用
に
つ
い
て
の
要
請

書
を
町
長
及
び
議
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
委
員
定
数
の
確
保
は
、
担
い
手
の

減
少
や
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
農
地
利
用
状
況
調
査
や

個
別
相
談
な
ど
き
め
細
か
い
業
務
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。
女
性
委

員
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
本
町

の
女
性
委
員
は
ゼ
ロ
で
す
が
、
地
域
農

業
に
と
っ
て
女
性
の
協
力
は
不
可
欠
で

す
。特
に
、食
育
教
育
・
消
費
者
の
視
点

か
ら
意
見
が
求
め
ら
れ
る
た
め
で
す
。

農
業
委
員
会
総
会
（
１
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認

農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　
　
　
　４
件

２
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
26
年
２
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◎
場

　所

　江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

農業委員会だより

質
問　農

地
に
植
林
し
た
場
合
、
い
つ
か
ら

農
地
で
な
く
な
る
の
で
す
か
？

答
え　植

栽
し
た
当
初
は
、
苗
も
小
さ
く
耕

作
し
よ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
耕
作
で

き
る
状
態
な
の
で
苗
木
を
植
え
る
と
す

ぐ
農
地
以
外
の
土
地
に
な
っ
た
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
樹
木
を
植
栽
す

る
こ
と
は
、
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る

行
為
な
の
で
あ
ら
か
じ
め
農
地
転
用
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　農
地
以
外
の
土
地
に
な
る
の
は
、
苗

が
成
長
し
樹
木
の
様
子
が
森
林
と
変
わ

ら
な
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
で
す
。

教
え
て
！

　農
地
相
談
Ｑ
＆
Ａ

10

3

2

3

1

4

17

33

54

75

60

44

19

8

1

1

2

2

8

3

9

30

46

55

85

69

52

32

15～19

20～24

25～29

35～39

30～34

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～69

70～74

75～79

80～84

85～

男性（人） （歳） 女性（人）

25年後

男４０人

女６４人

計１０４人

図３　農業者の男女別年齢別構成割合

▲川上議長・上原副議長に要請書を
　手渡す川上会長
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おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

　あなたは今、“自分が幸せ”だと思いますか？と聞かれたら、どう答えますか。自

分の中で、一つでも幸せを感じて、“自分は幸せ”だと思う人。また、周りに幸せな人

だと思われていても、不快な事一つで“自分は不幸だ”と思ってしまう人。目に見えな

い個々の思いほど人それぞれで、他人が決める事の出来ない領域のように思います。

　日常生活に追われながら、目の前の事を片づけるのに一生懸命過ごしている人もい

れば、毎日、子育てと仕事で自分の事を考える余裕もない日々を送っている人もいま

す。様々な年代と環境の中で、人の感じ方に違いがあるのは当然です。私が子育て真

っ最中の頃、仕事も子育てもなかなか思うように出来ず、それどころか自分の想いと反対方向に行くのでは…と焦り

も出始め、家庭の中も暗い雰囲気になって益々焦り、自分自身どうにも出来ず弱り果てた時期がありました。その

時、「人を変えようとすると無理な事が出てくるし、時間と労力がいるよ。自分が理想に向かって変わる方が、無理

も少なく、労力もいらない。やってみたら？」と言葉をかけて頂き、何かスーッと肩から重い荷が落ちたような気持

ちになりました。自分が変わる事も、言うほどに簡単ではありませんでしたが…自分に出来ない事を相手に求めるの

も無理があるとわかりました。

　何年も後に、あの時言われた“言葉”の内容が同じ意味を持つ“言葉”に出合い、早々にメモ帳に記入しました。

以後、その“言葉”を大切にしています。

 

　いくら些細な事でも、幸せを感じようとする気持ちが大切です。幸せと感じたら自然と笑顔になります。笑顔で朝

の挨拶が出来れば、相手も自分も、気分の良い一日になります。こんな小さな、代わり映えのない事でも、ひとりひ

とりの心掛けが、また毎日の積み重ねが、お互いに助け合い、相手を理解しようとする、心豊かな人々が自然と育っ

て、今以上に町全体が、住み良いと感じる、人権が守られる町になる事を信じています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム・秋桜

＊小説
　ペテロの葬列／宮部みゆき

　冬虫夏草／梨木香歩

　刑事のまなざし／薬丸 岳

＊一般書
　つらい時、いつも古典に救われた／清川 妙

　農業で輝け＊ローソンファームの挑戦／菅 聖子

　へなちょこ手づくり生活／たかぎなおこ

　中国・四国地方の神楽探訪／三村泰臣

＊ＹＡ（小学校高学年～一般向図書）
　すべてわかる図解太平洋戦争／世界情勢を読む会

　C&Y地球最強姉妹キャンディ／山本弘

　楽園の蓮＊はじまりを歌う少女／喜多みどり

＊児童
　カエルのおひっこし／ルーシー・ダニエルズ

　江戸のお店屋さん／藤川智子

＊絵本
　たまごサーカス／ふくだじゅんこ

　おんなのことあめ／ミレナ・ルケショバー

　ぐるんぐるんつむじかぜ／アーノルド・ローベル

　ミルクこぼしちゃだめよ！／スティーヴン・デイヴィーズ

★ 今月のおすすめコーナー ★

　メディアは人だ。だから間違える。

僕たちの世界観は、メディアによって作られる。だ

からメディアはとても大切。でもメディアは時おり

間違える。そしてそのメディアを読んだり見たり聞

いたりした人たちは、とても簡単にそれを信じ込

む。つまり間違った世界観が、とても大量に作られ

る。メディアにはその危険性がある。……ならば、

僕らはどうすればよいと思う？

　　　―――森 達也『世界を信じるためのメソッド』より

　中学生以上すべての人に様々なことを語りかける、イース
ト・プレスの「よりみちパン！セ」シリーズより。日々の当
たり前や思い込みを剥がし、新しい思考力を呼び覚ましてく
れます。

★ 今月のおすすめの一節 ★ ★ 今月の新着図書 ★

ソチオリンピック開催！ロシア特集
２月７日～２３日に開催される、ソチオリンピック

に合わせての特集コーナーです。オリンピック競技

や、開催地であるロシアに関する本などを展示しま

す。

自分が変われば、相手が変わる。相手が変われば、心が変わる。心が変われば、言葉が変わる。言葉が変われ
ば、態度が変わる。態度が変われば、習慣が変わる。習慣が変われば、運が変わる。運が変われば、人生が変
わる。今幸せな人は、そのままでいいんです。

まちの教育
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第35回　江府町西ノ島町交歓スキー教室第35回　江府町西ノ島町交歓スキー教室第35回　江府町西ノ島町交歓スキー教室

海と山の交流

足はハの字を作って！

だいじょうぶ？

ずいぶん、うまくなったね！

スキーリフトも平気です 烏ヶ山をバックに記念写真をとりました

お手紙ありがとう ３日目は奥大山スキー場で滑りました

再会を楽しみにしていました 夕食はみんな一緒に

　１月27日から29日までの３日間、鏡ヶ成スキー場を中心に第35回江府町西ノ島町交歓スキー教室が行

われました。今回、島根県の西ノ島町から西ノ島小の５年生23名が江府町に来町。江府小の５年生とスキ

ーで交流しました。西ノ島小のほとんどの児童は、スキーを体験したことがありません。初日は、江府小

の子どもたちに助けてもらいながら、慣れない様子でスキーを履いていましたが、最終日の３日目になる

と西ノ島小の子どもたちからは、「もっと滑りたい」と声があがるほど上達。江府町でのスキーを思う存

分味わった３日間となりました。
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まちの教育

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

　子
供
の
国
保
育
園
で
の
研
修

も
残
り
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
育
園
で
様

々
な
こ
と
を
経
験
し
、
日
々
成

長
し
て
い
ま
す
。
特
に
大
切
だ

と
思
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が

身
の
周
り
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
、
関
心
を
持
ち
、
疑
問

や
発
見
な
ど
を
生
き
生
き
と
伝

え
合
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　秋
に
な
り
、
「
色
と
形
」
を

テ
ー
マ
に
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を

し
ま
し
た
。
町
の
中
の
色
や
形

見
つ
け
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　写
真
は
、
上
の
段
広
場
で
の

発
見
？
の
様
子
で
す
。

　１
月
31
日
、
江
府
小
学
校
で
学

校
お
助
け
隊
に
よ
る
九
九
の
聞
き

取
り
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。

　か
け
算
九
九
は
、
繰
り
返
し
唱

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
よ
り
多

く
唱
え
る
場
を
設
け
る
た
め
、
先

生
や
家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

人
に
も
聞
い
て
も
ら
お
う
と
い
う

こ
と
で
、
支
援
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　当
日
は
、
５
名
の
お
助
け
隊
の

方
が
、
聞
き
取
り
支
援
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　九
九
の
学
習
は
２
学
期
に
終
わ

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
お
助
け
隊

の
人
に
聞
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
も
張
り
切
っ

て
挑
戦
し
ま
し
た
。
優
し
く
聞
い

て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

長期社会体験研修を通して長期社会体験研修を通して

お
か
げ
で
、
子
ど
も
達
も
楽
し
く
、

何
度
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
と
て
も

よ
い
九
九
の
復
習
に
な
り
ま
し
た
。

<

児
童
の
感
想>

○
聞
い
て
も
ら
う
間
に
、
難
し
か

　っ
た
７
と
８
の
段
が
言
え
る
よ

　う
に
な
っ
た
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
聞
い
て

　も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た
。

○
ま
た
来
て
、
聞
い
て
ほ
し
い
。

　支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
学
校
お
助

け
隊
で
は
、
子
ど
も
達
の
学
習
を

支
援
す
る
活
動
も
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

▲次々にチャレンジする子ども達

▲少し緊張？それも大事な体験です

鳥取県では、学校の先生に広い視野や柔軟な発想力を身に付け学校教育に生かしてもら

うため、長期社会体験研修制度を実施しています。近年では保小連携を目的とした保育

園での研修が多くなっており、本町でも江府小の大森先生に子供の国保育園で研修して

いただいています。今回は、大森先生が研修を通じて学んだこと、感じたことを紹介し

たいと思います。
大森貞子先生

　ま
た
町
の
中
に
は
、
マ
ー
ク

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
道
路
の
「
標
識
」
で
す
。

　こ
の
後
「
標
識
」
に
興
味
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ

が
何
を
伝
え
て
い
る
の
か
、
考

え
た
り
、
調
べ
た
り
し
ま
し
た
。

★

　
　★

　
　★

　こ
の
よ
う
に
保
育
園
で
は
、

興
味
、
関
心
を
大
切
に
し
た
遊

び
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
」
「
ま

た
や
り
た
い
。
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
ま
す
。
興
味
関
心
こ
そ

学
び
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

１，２，３、・・わあ、六角形だ！

えーっ。こっちには五角形もあるよ。

発見の後、みんなで「色おに」で遊びました。
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　平
成
26
年
１
月
25
日
、
町

で
は
第
39
回
奥
大
山
ス
キ
ー

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　今
大
会
は
、
町
内
外
か
ら

82
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

各
部
門
の
上
位
入
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略･

江
府
町
関
係
分
は

太
字
で
表
示)

☆
大
回
転
☆

【
小
学
校
女
子
低
学
年
】

　
　優

　勝

　内
田

　南
海

　
　準
優
勝

　兜
山

　真
希

　
　第
３
位

　山
本

　紫
月

【
小
学
校
女
子
高
学
年
】

　
　優

　勝

　兜
山

　美
佳

　
　準
優
勝

　後

　
　妃
奈

　
　第
３
位

　白
石

　寧
々

【
中
学
校
女
子
】

　
　優

　勝

　小
谷

　未
空

　
　準
優
勝

　小
谷

　香
夏

【
一
般
女
子
】

　
　優

　勝

　白
神

　悦
子

【
小
学
校
男
子
低
学
年
】

　
　優

　勝

　柳
生

　共
映

　
　準
優
勝

　浜
田

　晃
平

　
　第
３
位

　井
上

　大
誠

　 第
39
回

　奥
大
山
ス
キ
ー
大
会

　開
催

カーニ
ー先生のほのぼのコラム⑱

Hello, everyone!
It’s still very cold these days!  In the South-east area of America, it has been very cold there as well.  My friend 
lives in Chicago and she said there were icicles forming outside!  It is very unusual for that area to get so cold.  In 
my house In America, we had a kotatsu.  In the winter, my mother, sister, and I would sit in the kotatsu and 
watch TV or do homework.  But most Americans do not own a kotatsu, so they must use a heater and wear 
warm clothes to stay warm in the winter.  I use a kotatsu here in Japan, too.  I’m happy I have one.
Koebi’s teeth have started falling out!  I didn’t know dogs lose their teeth, so I was a bit shocked.  Now, her adult 
teeth are coming in.  They are big!  But they are not as sharp as her puppy teeth.  Koebi and I are both hoping it 
snows just a little more.  She loves to run around in the snow, and it’s funny watching Koebi chase the snowballs I 
throw.
See you next month!
̃Connie

ここのところ、とても寒いですね。アメリカの東南の地方も同様にとても寒いようです。
私の友達がシカゴに住んでいますが、彼女は、とても寒くて、外にはつららができてると
言っていました。その辺りがそんなに寒くなるのは珍しいです。　アメリカの私の家には
こたつがありました。冬になると、私と妹と母は一緒にこたつの中に座って、テレビを見
たり、宿題をしたりしていました。しかし、ほとんどのアメリカ人はこたつを持っていな
いし、使っていません。それで、アメリカの人たちは冬を暖かく過ごすために、ヒーター
を使って、暖かい服を着なければなりません。今、私はこたつを使っています。こたつが
あるのでとてもうれしいです。
コエビちゃんの歯が抜け始めました。犬の歯が抜けることを全然知らなかったので、びっ
くりしました。今、コエビちゃんの歯は永久歯に変わっています。とても大きいです!しかし、コエビちゃんの永久
歯は、乳歯ほどには鋭くありません。コエビちゃんと私はもう少し雪が降ってくれたらいいなと思っています。彼女
は雪の中を走り回るのがとても好きです。そして、私が投げる雪玉を追いかけるコエビちゃんを見るのは楽しいです。
それでは、また来月！
カーニーより

【
小
学
校
男
子
高
学
年
】

　
　優

　勝

　長
尾

　駿
弥

　
　準
優
勝

　椎
木

　大
成

　
　第
３
位

　浅
川

　陽
翔

【
中
学
校
男
子
】

　
　優

　勝

　藤
原

　有
恭

　
　準
優
勝

　長
尾

　海
斗

　
　第
３
位

　柳
生

　考
勇

【
一
般
男
子
】

　
　優

　勝

　高
津

　亮
二

　
　準
優
勝

　小
谷

　凌
希

　
　第
３
位

　天
根

　誓
哉

【
成
年
男
子
】

　
　優

　勝

　福
田

　
　貢

　
　準
優
勝

　加
藤

　義
也

　
　第
３
位

　田
中

　
　陽

【
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
女
子
】

　
　優

　勝

　霜
田

　裕
子

　
　準
優
勝

　大
江

　宏
美

【
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
男
子
】

　
　優

　勝

　霜
田

　賢
二

　
　準
優
勝

　野
瀬

　正
志

　
　第
３
位

　林

　
　弘
一

☆
距
離
☆

【
小
学
校
女
子
低
学
年
】

　
　優

　勝

　小
林
こ
は
る

　
　準
優
勝

　小
谷

　花
実

　
　第
３
位

　福
田

　稀
里

【
小
学
校
女
子
高
学
年
】

　
　優

　勝

　本
田

　萌
果

　
　準
優
勝

　浅
田

　夏
光

　
　第
３
位

　小
谷

　実
乃

【
中
学
校
女
子
】

　
　優

　勝

　遠
藤

　葵
恵

　
　準
優
勝

　柴
田

　笑
里

　
　第
３
位

　藤
定

　由
真

【
小
学
校
男
子
低
学
年
】

　
　優

　勝

　河
本

　
　仁

　
　準
優
勝

　内
藤
琳
太
郎

　
　第
３
位

　佐
々
木

　昴

【
小
学
校
男
子
高
学
年
】

　
　優

　勝

　河
本

　
　海

　
　準
優
勝

　内
藤
颯
一
郎

【
中
学
校
男
子
】

　
　優

　勝

　田
邊

　真
矢

　
　準
優
勝

　遠
藤

　一
希

　
　第
３
位

　足
羽

　光
一

男子大回転
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鳥取県日野地区連携･共同協議会

この記事は日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携・共同して鳥取県日野地区連携・共同協議会の取り

組みに関連する情報を発信しています。今回は消費者行政の取り組みに関連する情報の紹介です。

日野郡消費者いろはカルタを作成しました！
　鳥取県日野地区連携・共同協議会　消費者行政チームでは、日野郡内の消費

者被害撲滅に役立てようと、県西部にお住まいの方を対象にカルタの読み札を

公募したところ、26名から232作品のたくさんの応募がありました。ご応募い

ただいたみなさん、ありがとうございました。

　作成しましたいろはカルタは、各集落などに配布しております。集落での集まりなどで、楽しみなが

ら遊んでください。

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

し

す

せ

そ

た

ち

つ

て

と

な

に

ぬ

作　品 お名前／ペンネーム

新しい　サギの手口を　学ぼう会

いつ買うだ～ 　今だがん　私の心をわしづかみ

うまい話はマユツバだ　うっかり乗れば落とし穴

遠慮しなんな 　消費生活相談窓口は身近な味方

オレオレや　ワシワシと鳴く　黒いサギ

買え買えのしつこい電話にゃ　無言でガチャン　受話器おく

気が緩む　 無料点検　 だまされた

クーリングオフを知っとりゃあ助かるで  

「警察に相談します」断りの決め台詞

困ったな　一人で悩まず すぐ相談

さそいにのるなおいしいはなしになにかがあるぞ

知っておこうよ詐欺の手口

すぐ送って　そんな送金　まず確認

銭んならん悪質商法をするあなたの人生

相談は 自分が助かり みんなも助かる 情報提供

宝くじ　買ってもないのに　当たりゃせん

ちょっと待て　振り込む前に相談を

通販は　返品できるか　確かめて

手口変え又手口変え　イタチごっこの知恵くらべ

とつぜんほうもんあやしいぞ！

何かいな？　知らない商品　受け取らん

にんまりと　電話の向こうは笑ってる

抜け目が無いぞ　口達者話術で誘う電話商法

チロッコチロリン

鬼和

藤原　清壽

友菜

米子のちっちゃいオッサン

青砥　静枝

保木本 晴花

友菜

消費生活相談員

やかましトマト

なっちゃん

たかし

たろいも

日南町職員

友菜

たろいも

浜ぶどう

消費生活相談員

足羽　藤恵

なっちゃん

バーバラ

たろいも

足羽　藤恵

【採用作品】
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鳥取県日野地区連携･共同協議会

ね

の

は

ぴ

ふ

へ

ほ

ま

み

む

め

も

や

ゆ

よ

ら

り

る

れ

ろ

わ

を

ん

ネット上　個人情報　流出注意

乗りません　プロの手口の誘いには下心が見えとるけん

ハッキリ！安物買いの銭失い

ピンときて　買って帰れば　同じ物

不意打ち勧誘、ある日突然やってくる

へっへっへ、騙したやつが笑ってる

ほめ言葉　うっかり乗れば怪我のもと

窓口は　詐欺の最後の防波堤　　

見覚えない　商品・メール　注意が必要

無料おためしキャンペーン だまされなんな 目的はあなたの個人情報だけん

迷惑メール 相手にしたら いけんだで

儲け話は　聞かぬが儲け

やめないや　いらん商品　買いなんな

許しませんぞ　こんりんざい　年寄り騙した悪い奴

良い返事　悪質業者のターゲット

「ラッキーです」そう簡単には当たらない

凛として　振り込め詐欺に　かかわらぬ

留守番しても　わからん電話切りなはい

冷蔵庫　こげに詰めりゃ効かんがな

ローンは借金、金利にビックリ

我が子の名前は「オレ」じゃない

をたくらを　ホントに信用してええだ？

ん？　架空請求メール届けば無視しよう

消費生活相談員

足羽　藤恵

H＆M

お山の母ちゃん

消費生活相談員

たろいも

高見　吟威

よ～ちん

にゅる

マイ翔真

友菜

八幡　徳弘

はるかのおばちゃま

足羽　藤恵

消費生活相談員

消費生活相談員

高見　吟威

山脇　文子

ダッコちゃん

消費生活相談員

田中裕哉

たろいも

消費生活相談員

　日
野
郡
消
費
者
い
ろ
は

カ
ル
タ
の
採
用
作
品
の
中

か
ら
、
江
府
町
長
賞
、
日

野
町
長
賞
、
日
南
町
長
賞
、

日
野
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

賞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　江
府
町
長
賞
に
選
ば
れ

た
の
は
、
池
の
内
集
落
の

藤
原
清
壽
さ
ん
の
作
品
で

す
。
１
月
21
日
に
、
江
府

町
長
賞
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　江
府
町
長
賞
に
選
ば
れ

た
藤
原
清
壽
さ
ん
に
は
、

賞
状
と
日
野
郡
３
町
の
特

産
品
の
詰
め
合
わ
せ
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

江
府
町
長
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
！

う
ま
い
話
は
マ
ユ
ツ
バ
だ

う
っ
か
り
乗
れ
ば

落
と
し
穴

　
　
　藤
原

　清
壽
さ
ん
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国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す
！

国
民
年
金
が
変
わ
り
ま
す
！

　国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど
に

よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　免
除
・
納
付
猶
予
に
は
、全
額
免
除
、一
部
免
除

（
３
／
４
、半
額
、１
／
４
）
、
若
年
者
納
付
猶
予
（
30

歳
未
満
の
方
の
み
）
、
学
生
納
付
特
例
（
学
生
の
方
の

み
）
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
26
年
４
月
申
請
分
か
ら
、
申
請
時
点
の
２
年
１

か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
例
）
平
成
26
年
４
月
申
請
の
場
合
は
、
平
成
24
年
３

　
　
　月
分
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

※

１
〜
６
月
分
は
前
々
年
所
得
、
７
〜
12
月
分
は
前
年

所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は
、
１
〜
３
月
分
は
前
々
年

所
得
、
４
〜
12
月
分
は
前
年
所
得
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。）

※

全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶
者
及
び
世
帯
主
、
若

年
者
納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も
所
得
審
査
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

※

災
害
や
失
業
な
ど
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
方
の

所
得
が
免
除
審
査
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
特
例
免
除
）
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

○
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
く
な
る
と
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
失
業
な

ど
に
よ
る
特
例
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
す
み
や
か
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

○
免
除
・
納
付
猶
予
の
申
請
を
し
た
期
間
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
る
年
金
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分
か
ら
、
割
引
額
の

よ
り
大
き
な
２
年
前
納
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
例
）
平
成
26
年
４
月
分
か
ら

　
　
　平
成
28
年
３
月
分
ま
で
を
前
納
す
る
場
合

○
必
要
書
類

・
口
座
振
替
納
付
申
出
書(

用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。)

・
年
金
手
帳

　・
通
帳

　・
金
融
機
関
の
届
出
印

○
申
込
先

　各
金
融
機
関
又
は
米
子
年
金
事
務
所

○
そ
の
他

　２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
方
の
み
利
用
で

　き
、
前
納
全
額
（
２
年
分
）
が
そ
の
年
の
社
会
保
険

　料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

詳しくは、役場住民課（75－3223）又は米子年金事務所（0859－34－6111）へ問い合わせください。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　免
除
可
能
期
間
が
変
わ
り
ま
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の

｢

２
年
前
納(

口
座
振
替)｣

が
始
ま
り
ま
す
！

〜
過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　
　未
納
期
間
が
あ
る
方
へ
〜

前
納
金
額

（
２
年
分
）

３
５
５
，
２
８
０
円

※

毎
月
納
め
る
場
合
に
比
べ
、
１
４
，

　８
０
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

振
替
日

平
成
26
年
４
月
30
日

申
込
期
限

平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で



17 平成26年２月号

お知らせ－information―

平成24年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要

平成24年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が62億4,664万円、歳出総額が61億8,707
万円となり、歳入から歳出を差し引いた5,957万円は翌年度に繰り越しました。

市町村別の内訳は次のとおりです。

財産収入
0.1％

県支出金
0.1％

国庫支出金
2.0％

使用料及び手数料
0.8％

分担金及び負担金
82.0％

繰入金 5.3％
繰越金 0.9％ 諸収入 1.5％

組合債 7.3％

公債費
9.3％

教育費 0.1％

消防費 56.7％

衛生費 28.4％

民生費 1.5％

総務費 3.1％
議会費 0.0％

歳入区分

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

組合債

決算額

51 億 2,267 万円

5,161 万円

1億 2,339 万円

859 万円

528 万円

3億 2,957 万円

5,544 万円

9,649 万円

4億 5,360 万円

62億 4,664 万円合　計

歳出区分

議会費

総務費

民生費

衛生費

消防費

教育費

公債費

決算額

59 万円

1億 9,324 万円

9,327 万円

17億 7,323 万円

35億 4,396 万円

352 万円

5億 7,925 万円

61億 8,707 万円合　計

米子市

境港市

日吉津村

大山町

南部町

伯耆町

日南町

日野町

江府町

27 億 5,742 万円

6億 8,731 万円

1億 1,707 万円

4億 7,080 万円

3億 2,787 万円

3億 3,780 万円

1億 7,298 万円

1億 3,012 万円

1億 2,131 万円

※表中の決算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

○お問合せ　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課　0859－22－7722

お
気
軽
に
ご
相
談
を

土
地
境
界
に
関
す
る

　
　
　
　
　無
料
相
談
会

家
畜
を
飼
育
す
る
皆
様
へ

頭
羽
数
等
に
関
す
る

　

 

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改
正
さ
れ
、
家
畜

等
（
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
馬
、
豚
、

い
の
し
し
、
鶏
、
う
ず
ら
、
あ
ひ
る
、
七
面

鳥
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
）
を

飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
２
月
１
日
現

在
の
頭
羽
数
等
に
つ
い
て
、
下
記
に
よ
り
届

出
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　こ
の
届
出
が
な
さ
れ
な
い
場
合
、
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１

　届
出
先

　鳥
取
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　〒
６
８
９

－

４
２
１
３

　西
伯
郡
伯
耆
町
金
屋
谷
１
５
４
０

－

１
７

　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
８
５
９

－

62

－

０
１
４
０

２

　提
出
期
限

　⑴
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
馬
、
豚
、

　
　い
の
し
し

　平
成
26
年
４
月
15
日

　⑵
鶏
、
う
ず
ら
、
あ
ひ
る
、
七
面
鳥
、
き

　
　じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥

　平
成
26
年
６
月
15
日

３

　届
出
様
式
の
入
手
方
法

　江
府
町
役
場
農
林
課

　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
８
５
９

－

75

－

６
６
１
０
又

　は
、
鳥
取
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
窓
口

鳥
取
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.to
tto
ri.lg
.jp
/se
ib
u
k

a
h
o４

　問
合
せ
先

　鳥
取
県
西
部
家
畜
保
健
衛
生
所

　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　０
８
５
９

－

62

－

０
１
４
０

と

　き

　平
成
26
年
３
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　

(

受
付

　午
前
10
時
〜
午
後
３
時)

と
こ
ろ

　日
野
町
根
雨
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

内

　容

　土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、
土

　
　
　
　地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る
登
記

　
　
　
　（
土
地
分
筆
、
建
物
新
築
・
増
築

　
　
　
　な
ど
）
に
土
地
家
屋
調
査
士
が
、

　
　
　
　無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
い
合
せ

　鳥
取
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　事
務
局

　
　
　
　電
話
０
８
５
７

－

22

－

７
０
３
８
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鳥取県日野地区連携･共同協議会

郡内他町のイベント情報

日南町

期　間：２月21日(金)～３月23日(日）

　　　　※毎週月曜日と３月23日は休館

会　場：日南町美術館（日南町霞785）

入場料：一般200円、高校生100円、中学生以下は無料

｠

「佐武コレクション」

　大正12年に世界で初めて「クレパス（一般名：オイルパステル）」を開発した、㈱サクラクレパスの創始

者、佐武林蔵（日南町福栄出身）氏のコレクションを展示。梅原龍三郎や林武、三岸好太郎ほか、日本の近

代洋画壇の巨匠達を初めとする絵画を紹介します。

｠「足羽俊夫作品展」

　日南町霞出身のパリで活躍する画家、足羽俊夫は、油彩画や版画、デッサンなど、夢や祈りなどの内面世

界を、美しい色彩と線や形で表現した作品を描き続けています。その油彩画を中心に展示します。

「日南町の地質と化石」

　日南町多里地区は、標高450ｍの山間地でありながら、海に住む貝やウニの化石が産出します。化石が採

取される地層は、今から1600万年前のもので、見つかった化石は暖かい浅瀬の海に住む貝が多く含まれてい

ます。これまでに多里地区で採集された貝やカニ、魚のうろこ、植物などの化石を一堂に展示します。

日南町美術館所蔵品展

　春
は
就
職
や
入
学
、
転
勤
な
ど
、
引
っ
越
し
が
多
い
時
期

で
す
。
住
民
登
録
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎

と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　届
出
が
で
き
る
の
は
、
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
方
で
す
。

あ
わ
せ
て
保
険
証
や
年
金
、
各
種
手
当
、
水
道
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
課
（
℡
７
５

－

３
２
２
３
）
ま
で

引
っ
越
し
の
と
き
は

　
　住
所
の
変
更
を
忘
れ
ず
に

この記事は日南町、日野町、江府町、日野振興センターが連携、共同して情報発信しています。
(鳥取県日野地区連携･共同協議会実施事業)郡内の他町で開かれるイベントにも参加して日野郡を盛り上げましょう!

足羽俊夫展示室

化石展示室

足羽作品　「悲しみの王」
（1964）　油彩画

★日野郡内のイベントについてもっと知りたい方は、
各町ホームページと日野振興センターホームページに
掲載されている「日野郡３町イベントカレンダー」を
ご覧ください。
（http://www.pref.tottori.lg.jp/hino-events/） 目印はコレ！→

転入届
町外→町内

種　類 い　つ

転出届
町内→町外

転居届
町内→町内

必要なもの

転入した日から

14日以内

転出する前

転居した日から

14日以内

・印鑑

・本人確認が

　できるもの

・転出証明書

・印鑑

・本人確認が

　できるもの
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旧
江
府
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　指
定
管
理
者
の
募
集

　平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
た
「
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧
を
行
な
い
ま
す
。

　こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
の
有
権
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。

　登
録
漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期
間
中
に
異
議
の

申
し
立
て
が
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
縦
覧
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間

平
成
26
年
２
月
23
日
（
日
曜
日
）
か
ら

　
　
　
　３
月
９
日
（
日
曜
日
）
ま
で

時
間

　午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場
所

　江
府
町
役
場
本
庁
舎

　
　
　江
府
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

　
　
　名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　江
府
町
で
は
、
現
在
、
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
女
性
と

妊
婦
の
夫
を
対
象
に
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

助
成
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
助
成
対
象
の
方
に
は
、
す

で
に
助
成
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
風
し
ん
は
別
名
、

３
日
ば
し
か
と
も
呼
ば
れ
、
妊
娠
中
に
か
か
る
と
胎
児
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
予
防
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
妊

婦
の
方
は
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
家
族

を
始
め
、
地
域
全
体
で
風
し
ん
を
流
行
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
昨
年
の
風
し
ん
の
全
国
的
な
流
行
は
お
さ
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
再
び
流
行
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
１
度
し
か
受
け
て
い
な

い
人
、
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
予
防
接
種

を
受
け
た
か
不
明
な
場
合
に
は
、
抗
体
が
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を

　
　
　
　接
種
し
ま
し
ょ
う

　平
成
21
年
４
月
に
し
尿
く
み
取
り
料
金
が
改
正
さ
れ
て

以
来
４
年
半
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
、
人
口
の

減
少
に
よ
り
く
み
取
り
量
の
減
少
、
燃
料
費
の
値
上
が
り

な
ど
、
諸
物
価
の
高
と
う
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

　つ
き
ま
し
て
は
次
の
通
り
し
尿
く
み
取
り
料
金
を
改
定

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
改
正
後
く
み
取
り
料
金

　
　１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

　11
円
50
銭

　

※

改
正
前
18
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１
８
０
円

　
　（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
含
む
）

　た
だ
し
、
１
回
の
く
み
取
り
料
金
の
総
額
に
10
円
未
満

　が
生
じ
た
場
合
は
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

　
　

２
．
実
施
時
期

　平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら

３
．
く
み
取
り
の
申
込
み
方
法

　収
集
許
可
業
者
の
「
㈲
い
づ
は
ら
」
に
、
直
接
電
話
で

　１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　㈲
い
づ
は
ら

　電
話
０
８
５
９

－

２
４

－

０
５
６
６

　ま
た
は
７
５-

３
７
０
１
（
転
送
電
話
）

　営
業
時
間

　午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

し
尿
く
み
取
り
料
金
の

　
　
　
　
　改
正
に
つ
い
て

　江
府
町
で
は
来
年
度
か
ら
旧
江
府
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　募
集
は
以
下
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
役
場
総
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
募
集
の
受
付

　平
成
26
年
２
月
10
日
（
月
）
か
ら

　平
成
26
年
２
月
20
日
（
木
）
ま
で

・
指
定
管
理
者
の
指
定

　平
成
26
年
３
月
中
旬(

町
議
会
の
議
決
を
経
て
行
う
。)

・
協
定
の
締
結

　平
成
26
年
３
月
下
旬
（
予
定
）

・
指
定
管
理
の
開
始
日

　平
成
26
年
４
月
ま
た
は
５
月
（
予
定
）

問
合
せ
先

　江
府
町
役
場
総
務
課

　電
話

　
　０
８
５
９

－

７
５

－

２
２
１
１



20平成26年２月号

－information―お知らせ

食

改
おすすめ

チャレンジクッキングチャレンジクッキング

にんじんと青シソのナムル

材料（4人分）
人参　　　　　　　　240ｇ

大葉　　　　　　　　 12枚

砂糖　　　　　　　　  ２ｇ

ごま油　　　　　   小さじ２

こいくちしょうゆ　小さじ１

ごま　　　　　　　小さじ１

にんにく　　　　　少々

人参が生のため硬くて食べにくい方は、あらかじめ人参をゆで
てから調理してください。人参はカロテンが豊富、粘膜を守り
風邪の予防にも効果的です。　　　（食生活改善推進協議会）

作り方
①　人参は千切りにし塩を少し加えて混ぜて、しんなりするまで置き、汁け
　　を絞る。
②　大葉は大きくちぎる。
③　人参と大葉を合わせ調味料を加えてよく混ぜる
④　③を器に盛り付けゴマを振りかける。
　　人参が固い時はさっと茹でるか、電子レンジで加熱する。

一人分栄養量 エネルギー　49kcal

　　　　　　 食塩相当量　0.3ｇ

（２月）

●
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

　自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
後
遺

障
が
い
が
残
っ
た
方
の
中
学
校
卒
業
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
対
象
に
、
無
利
子
で
育
成
資
金
の
貸

し
付
け
を
行
い
ま
す
。

貸
付
金
額

　子
ど
も
一
人
に
つ
き
、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　一
時
金
15
万
５
千
円
。
以
後
、
月

　
　
　
　
　額
２
万
円
。
小
中
学
校
入
学
時
に

　
　
　
　
　入
学
支
援
金
４
万
４
千
円

貸
付
期
間

　中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
期
間

　貸
付
期
間
終
了
後
６
カ
月
ま
た
は

　
　
　
　
　１
年
を
経
過
し
た
後
、
月
賦
ま
た

　
　
　
　
　は
半
月
賦
の
併
用
に
よ
る
20
年
以

　
　
　
　
　内
の
均
等
払
い

　

※

高
校
・
大
学

　
　
　
　
　に
進
学
す
る
場
合
、
在
学
中
は
返

　
　
　
　
　還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
介
護
料
の
支
給

　自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
ま
た
は
胸

腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
が
い
の

た
め
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要
な
方

に
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

対

象

者

　自
賠
責
認
定
通
知
書
が
１
級
１
・

　
　
　
　
　２
号
、
２
級
１
号
・
２
号
の
方

支

給

額

　月
額
２
万
９
，
２
９
０
円
〜
13
万

　
　
　
　
　６
，
８
８
０
円
（
症
状
に
応
じ
て

　
　
　
　
　支
給
）

支
給
期
間

　申
請
書
を
受
理
し
た
月
か
ら
、
支

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
家
族
の
方
へ

N
A
S
V
A
被
害
者

　
　
　援
護
制
度
の
ご
案
内

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

知
っ
て
お
き
た
い
！

　働
く
と
き
の
基
本
ル
ー
ル

　
　
　
　
　給
す
べ
き
事
由
が
消
滅
し
た
月
ま
で

お
問
合
せ

　独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

　
　
　
　
　機
構
鳥
取
支
所

　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
７

－

２
４

－

０
８
０
２

　労
働
者
・
経
営
者
間
の
紛
争
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
労
働
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
流

れ
と
ポ
イ
ン
ト
、
賃
金
・
労
働
時
間
・
休
日
・

休
暇
な
ど
の
決
ま
り
、
社
会
保
険
の
加
入
要
件

な
ど
を
学
ぶ
、
労
働
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

日

　時

　平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

場

　所

　米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　ふ
れ
あ
い
の
里

　中
会
議
室
１
・
２

　
　
　
　

(

米
子
市
錦
町

　１

－

１
３
９

－

３)

講

　師

　み
な
く
る

　労
働
・
雇
用
相
談
員

　

参
加
料

　無
料

お
問
合
せ

　み
な
く
る
米
子

　
　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９

－

３
１

－

８
７
８
５
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　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関で

お支払いください。なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

◎
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

　中
川

　敦
紀

　本
二

　中
原
萌
生
子

　米
子
市
か
ら

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
性
別
）
（
保
護
者
）

袋

　原

　千
藤

　椛
奈 

　女 

　
　

  

勝
弘

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

大
河
原

　安
田

　理
利

　

 

83
歳

　
　

 

富
榮

小
江
尾

　眞
田

�
　枝

　

 

91
歳

　
　

 

本
人

貝

　田

　岡
田

　弌
美

　

 

75
歳

　
　

 

延
寿

小
江
尾

　篠
田

　竹
子

　

 

85
歳

　
　

 

修
身

ご
寄
付

　社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
１
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　
　池
の
内

　南
波

　満
栄

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　吉

　原

　新
見

　
　保

　父
修
死
去

　
　本
町
二

　福
田

　敦
人

　妻
昭
子
死
去

　
　吉

　原

　砂
口

　利
雄

　母
節
枝
死
去

◎
そ
の
他

　
　サ
ン
ト
リ
ー
労
働
組
合
・
サ
ン
ト
リ
ー
プ

　
　ロ
ダ
ク
ツ
労
働
組
合

人
の
動
き
１
月
届
（
敬
称
略
）

3月 MARCH2月 F E B R UA RY 行事カレンダー

今月の国民年金
納付期限 ２月分　平成26年３月31日まで

応援ありがとうございます！

平成26
年

2月1日
現在

延申込件数 　553件
（前月比＋37件）

延寄付金額 760万円
（前月比＋44万円）

ふ る さ と 納
税

■まちの人口　3,282人（－6）
男　1,534人（－3）
女　1,748人（－3）

■世帯数　　1,113世帯（－1）

1月末現在（　　）は前月比

受付
年長・年中
13:00～13:30
年少・未満児
14:00～14:30

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

本町五丁目集会所

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

江尾診療所

役場本庁舎のみ

高齢者創作館

防災・情報センター

高齢者創作館

高齢者創作館

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

山村開発センター

総合健康福祉センター

10:00～12:00

～19:00

13:00～15:00

13:30～15:30

10:00～12:00

13:30～15:00　

13:00～16:00

～19:00

19:00～21:00

9:30～16:00

13:00～16:00

19:00～21:00

14:00～15:30

13:30～15:30

～19:00

13:00～17:00

13:30～15:30

9:30～11:30

9:00～16:00

13:30～15:30

～19:00

14:00～15:30

19:00～20:30

13:30～16:00

広域隣保活動（カラオケ）

広域隣保活動（囲碁教室）

公民館講座（墨彩画）

公民館講座（大正琴）

もの忘れ外来

広域隣保館活動（陶芸）

明徳学園

公民館講座（陶芸）

広域隣保館活動（陶芸）

公民館講座（フラダンス）

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（押し花）

公民館講座（パッチワーク）

消費生活相談窓口開設

公民館講座（樹脂粘土）

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

農地相談会

歯科健診・フッ素塗布

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

補聴器修理相談会
（トーシン補聴器センター）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

あとがき

▼行ってきました成人式。若くてフレッシュな新

成人の中にいると、いかに自分が年をとったか実

感。▼成人者のあいさつを聞きながら、自分が20

歳のとき、こんなにも感謝の気持ちや前向きな考

えを持っていただろうかと反省しました。▼水に

感謝の言葉を聴かせると、怒りや悲しみの言葉を

聴かせるより断然きれいな結晶ができるそうで

す。人間も同じで、感謝の言葉やプラスの言葉を

大切にする人は、水の結晶のように美しく育つの

ではと感じた今日この頃です。

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

子供の国保育園

防災・情報センター

江尾診療所

役場本庁舎のみ

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

江府中学校

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

～19:00

13:00～15:00

9:30～11:30

10:00～12:00

13:00～16:00

～19:00

～19:00

10:00～

10:00～12:00

～19:00

19:00～21:00

13:30～15:30

広域隣保活動（囲碁教室）

江尾の会

5歳児健診

公民館講座（大正琴）

もの忘れ外来

1歳6か月児・2歳児健診

未就学児フッ素塗布

江府中学校卒業式

家族の会

広域隣保活動（生花教室）

ぼちぼち倶楽部

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

受付
12:00～12:30

受付
13:00～13:30

)



　新
し
い
年
を
迎
え
て
、
早
一
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

は
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
町
で
は
新
年
度
予
算
の

編
成
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。
各
課
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
企
画
財
政
課
の
査
定
を
終
え
現

在
は
町
長
査
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民
の

皆
様
の
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
け
る
施
策
に
意
を
注
ぎ

な
が
ら
、
新
年
度
に
は
定
住
施
策

と
子
育
て
環
境
整
備
に
配
慮
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　気
候
の
変
化
が
激
し
い
毎
日
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様

に
は
健
康
に
十
分
ご
注
意
い
た
だ

き
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

町

長

後

記

町

長

後

記

新成人の抱負新成人の抱負
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希望に輝く新成人。
今後の抱負を色紙に書いていただきました！


